
      

   受 験 案 内 
 

相馬地方広域市町村圏組合職員採用試験委員会 

                〒976-8601 相馬市中村字大手先１３番地 

相馬地方広域市町村圏組合総務課扱 

電話(０２４４)３５－０２１１ 

 

 相馬地方広域市町村圏組合では平成２９年４月採用の職員採用候補者試験を次のとお

り行います。 

１ 受付期間 

○ 平成２８年７月１日（金）から平成２８年８月１２日（金）まで 

○ 受付事務は､平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで行います。 

（但し、土曜日・日曜日・祝日は除く） 

○ 郵送による申込みは、平成２８年８月１２日必着です。 

   

２ 試験期日、試験会場及び合格者発表 

区  分 期        日 会   場 合 格 者 発 表 

第１次 

試 験 

平成２８年９月１８日（日） 

受  付 9:00～ 9:30 

教養試験 10:00～12:00 

適性検査 13:00～13:20 

体力試験 13:45～16:30 

(終了時間は予定) 

 

○教養試験及び体力試験 

相馬市石上字南蛯沢 344 番地 

相馬看護専門学校 

0244-37-8118 

 

※体力試験は同校体育館にて実施

します。 

平成２８年１０月中旬に

相馬市役所前・南相馬市役

所前・鹿島区役所前・小高

区役所前・新地町役場前・

飯舘村役場前の掲示場に

掲示するほか、組合のホー

ムページに掲載し、合格者

には通知します。 

第２次 

試 験 
第１次試験合格者に対し、別途通知します。 

 

３ 試験職種、採用予定人員及び職務内容 

試 験 職 種 採用予定人員 職 務 内 容  

消 防 職 ３名程度 消防業務 

 

４ 受験資格 

試験職種 受  験  資  格 

消 防 職 

平成元年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた者(学歴は

問いません) 

採用後は相馬地方管内市町村に居住できる者 

平成２９年度相馬地方広域市町村圏組合職員 

(高校卒業程度)採用候補者試験（消防職） 



ただし、次のいずれかに該当する者は受験できません。(欠格事項) 

（１）日本国籍を有しない者 

（２）成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む） 

（３）禁錮以上の刑に処せられ、その執行の終わるまで又はその執行を受けることがなくな

るまでの者 

（４）相馬地方広域市町村圏組合及び組合関係市町村の職員として懲戒免職の処分を受け、

当該処分の日から２年を経過しない者 

（５）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破

壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

 

５ 試験の方法及び内容 

○ 第１次試験 

試験種目 内      容 

教養試験 
職員として必要な一般的知識及び知能について、高校卒業程度の多肢選択

式の筆記試験 

体力試験 

消防職員として職務遂行上必要な基礎体力についての試験 

実施科目（立幅跳び・上体起こし・腕立て伏せ・時間往復走・ 

５分間走）以上５種目 

適性検査 職場における適応性に関する検査 

 

○ 第２次試験（第１次試験合格者に対し実施） 

試験種目 内      容 

作文試験 職員として必要な文章表現力等についての論文試験 

集団討論 

与えられたテーマに対し、グループの中でどのような立ち位置をと

るか、複数人とのコミュニケーションをどのようにとっているかを

見る試験 

個別面接 主として人物についての口述試験 

身体検査 
職員として職務遂行上必要な健康度の検査 

（医療機関の検査を受診のうえ、健康診断書を提出） 

 

６ 資格調査 
受験資格の有無、申込書記載の真否、その他について調査します。 

受験資格がない場合、申込書等の記載事項が正しくないことが明らかになった場

合は、受験又は合格を取り消すことがあります。 

 

７ 受験手続 

（１）受験申込用紙の請求方法 

ア 申込用紙は、相馬地方広域市町村圏組合事務局、相馬地方広域消防本部、相馬消防署、

新地分署、南相馬消防署、小高分署、鹿島分署、飯舘分署、相馬看護専門学校において交

付します。なお、当組合ホームページ(下記アドレス)からもダウンロードできます。 

 



 
イ 郵送で請求する場合は、封筒の表に「消防職員採用試験申込用紙請求」と朱書

きし、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒[角形２号（縦33.2cm×横 

24.0cm）]を必ず同封のうえ、相馬地方広域市町村圏組合事務局総務課へ送付して

ください。 

 

（２）受験申込の方法 

ア 申込用紙及び受験票（上半身、脱帽、正面向、縦６㎝、横４．５㎝の写真貼付）に

必要事項を記入のうえ指定の履歴書（自筆のもの・写真貼付）１通を添付して相馬地

方広域市町村圏組合事務局総務課に提出してください。 

イ 郵送する場合は、封筒の表に「消防職員採用試験申込」と朱書きし、８２円切

手を貼った宛先明記の返信用封筒[長形３号（縦 23.5cm×横 12.0cm）]を必ず同封

のうえ、相馬地方広域市町村圏組合事務局総務課へ送付してください。 

ウ 申込用紙と受験票は１枚の用紙となっていますが、切り取らずに提出してくだ

さい。（記載事項を確認後、持参者にはその場で受験票を交付します。郵送の場

合には順次送付します） 

エ 履歴書等の記載にあたり、間違えて記入した箇所は、二重線で訂正し、その上

（又は隣）に正しい内容を記入してください。（修正ペン等は使用しないこと） 

オ 交付された受験票は、受験当日に必ず持参してください。受験票が無い場合は

受験できないこともあります。 

 

８ 受験日に持参するもの 

   受験票、筆記用具（ＨＢの鉛筆、消しゴム）上履き、外履きをしまう袋、昼食、

運動できる服装、体育館用シューズ、タオル。 

受験日は暑くなることが予想されますので、体力試験時の水分補給用に十分な量

の水又はスポーツ飲料を持参してください。 

 

９ 合格から採用まで  

合格者は、採用候補者名簿に高得点順に記載され、その中から採用者が決定されます。 

従って、合格しても欠員等の関係から採用されないこともあります。 
 

10 必要資格 

 消防業務に際し、緊急車両を運転することから普通自動車運転免許  

（ＡＴ限定を除く）が必要となります。 

 

11 その他 
この試験に関して不明な点は、下記にお問い合わせください。 

     相馬地方広域市町村圏組合事務局総務課 

所在地  〒976-8601 福島県相馬市中村字大手先１３番地 

電 話  (０２４４)３５－０２１１ 

 
 

 

組合 ホームページアドレス     ＱＲコード 

http://www.soma-area.jp/   または 



○受験に関するＱ＆Ａ 

Ｑ：女性も受験できますか。                                

Ａ：男性、女性、性別に関係なく受験できます。 

 

Ｑ：大学生（または既卒者）ですが受験できますか。                                

Ａ：学歴に関係なく受験できます。 

 

Ｑ：相馬地方に在住してなくても受験できますか。                      

Ａ：受験は可能ですが、採用後は相馬地方管内市町村に居住していただくことになります。 

 

Ｑ：避難により福島市に居住しています。避難解除までは避難先に居住することは可能ですか。                                                                  

Ａ：相馬地方管内で居住が認められている地域の仮設住宅や賃貸住宅等に居住していただくこと

になります。 

 

Ｑ：ＡＴ限定の普通自動車免許を保有しておりますが、限定解除は必要になりますか。                           

Ａ：消防用の緊急車両にはマニュアル車もあることから、限定解除が必要となります。 

 

Ｑ：消防職員としての体格的な制限はありますか。                           

Ａ：特にありません。 

 

Ｑ：救急救命士の資格を取得している場合、採用に関し特別な優遇措置等はありますか。                           

Ａ：特にありません。なお、取得している資格、免許等については、すべて履歴書に記入してく

ださい。 

 

○採用後の身分や勤務内容に関するＱ＆Ａ 

Ｑ：採用後の身分はどうなるのですか。                           

Ａ：地方公務員として、消防・救急業務等に従事していただきます。 

 

Ｑ：給与について教えてください。                                         

Ａ：給料月額 148,700 円（高卒者、平成 28年 4 月 1 日現在） 

  なお、学校卒業後に経験年数を有する人は、一定の方法により加算されることがあります。 

また、定期昇給は原則として毎年１回行われます。上記の給料のほか、扶養手当、通勤手当、

住居手当、期末・勤勉手当等がそれぞれの条件に応じ支給されます。 

 

Ｑ：勤務場所はどのようなところがありますか。                           

Ａ：消防本部（南相馬市）、相馬消防署（相馬市）、南相馬消防署（南相馬市）、小高分署（南相

馬市）鹿島分署（南相馬市）、新地分署（新地町）、飯舘分署（飯舘村）などに配属されます。 

 

Ｑ：消防業務には、どのようなものがあるのですか？                     

Ａ： 消防業務には、火災を消す消火活動業務、病人やけが人などに必要な応急処置をして病院

に搬送する救急業務、火災で逃げ遅れた人や交通事故で車内に閉じ込められた人などを、救

助資器材を使って救助活動する救助業務、火災が起きないように建築物の設備や防火管理に

ついて立入検査などをする予防業務、消防活動に必要な設備・器具・消防力を管理する警防

業務のほか、119 番の緊急通報を実際に受け、災害に出動した隊と無線のやりとりなどをす



る通信指令業務などもあります。 

 

Ｑ：火災などで出動していないとき（災害がないとき）は何をしているのですか             

Ａ：火災後の火災原因調査書類の作成、立入検査及び立入検査書類の作成、災害報告書の作成等

の事務処理業務や実際の現場を想定したさまざまな訓練を実施しています。 

 

Ｑ：消防業務の中で体力はどのくらい必要ですか。                              

Ａ：消防業務の中には、傷病者を搬送したり、消火活動などの体力を要する業務がありますので、

その職務を遂行するだけの体力は必要となってきます。 

 

Ｑ：女性職員も男性職員と同じように勤務するのですか。                           

Ａ：業務には女性職員、男性職員の区別はありませんが、消防署には個室の仮眠室のほかに女性

用の浴室や洗面所等も完備されており、プライバシーは守られています。当組合では女性消

防士も活躍をしております。 

 

Ｑ：消防署の勤務について教えてください。                         

Ａ：消防署の勤務には、交代制勤務（隔日勤務）と毎日勤務の 2 種類があります。  

1. 交代制勤務…午前 8 時 30 分から翌午前 8 時 30 分までの約 24 時間の内、15 時間 30 分に

勤務が割り振られており、勤務の割り振られていない時間は休憩や仮眠ができるようにな

っています。 

2. 毎日勤務…月曜日から金曜日まで 5 日間において、1 日につき 7 時間 45 分（午前 8 時 30

分～午後 5 時 15 分）の勤務時間が割り振られており、土日、祝日、年末年始は休みとなり

ます。  

 

○消防学校に関するＱ＆Ａ 

Ｑ：消防業務についての知識や技能がないため勤務できるか心配です。                   

Ａ：どの消防職員も知識や技能をもって採用されてくるわけではありません。新採用職員は消防

学校での研修により、消防に必要な知識や技能を習得することになります。 

 

Ｑ：消防学校では、具体的にどんなことをやるのですか。                   

Ａ：県下の各消防本部の新人消防士が集まり、約６ヶ月間、実際に消防業務の第一線に配備され

たときに困らないようにするために、消防法や危険物の基礎知識を学ぶとともに、救助訓練

や、消防器具取扱い訓練などを実施します。 

 

Ｑ：女性でも消防学校でやっていけるのか心配なのですが。                  

Ａ：消防学校には新人消防士全員が入校しますが、毎年女性消防士も入校し、皆さんが無事修了

しております。生活面では、女性は完全別フロアになっており、プライバシーに関しても配

慮されています。 

 


